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1 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ
エスディージーズ

：Sustainable
サ ス テ ィ ナ ブ ル

 Development
デ ィ ベ ロ プ メ ン ト

 Goals
ゴ ー ル ズ

の略）

とは  

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は、先進国や発展途上国、世界が一丸

となって、貧困や不平等、気候変動、環境劣化、繁栄、平和と公正など、

私たちが直面するグローバルな諸問題の解決に向けて、２０３０年までの

達成を目指した国際目標です。  

この国際目標は、 2015 年 9 月に国連サミットで採択された「持続可能

な開発のための 2030 アジェンダ」に 17 の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

として掲載されています。  

ＳＤＧｓは、ミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ：Millennium
ミ レ ニ ア ム

 Development
デ ィ ベ ロ プ メ ン ト

 

Goals
ゴ ー ル ズ

の略）を土台として、１７のゴールと、これを具体化した１６９の

ターゲットから構成され、あらゆる形態の貧困に終止符を打つために、さ

らに歩みを進めることを目指して、すべての国の繁栄を促進させるととも

に、地球を守るための行動を求めているものです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ■経済・社会・環境を柱とする枠組み  ■基軸としてのパートナーシップ  

出典：公益財団法人日本ユニセフ協会 私たちがつくる持続可能な世界 ～SDGsをナビにして～‐指導用参考資料‐ 

出典：Stockholm Resilience Centre 

持続可能 開発 目標 
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2 天草市ＳＤＧｓ推進計画の位置付け  

本市においては、平成 27 年に第２次天草市総合計画（以下「総合計画」

という。）を策定し、まちづくりの基本理念『人が輝き  活力あふれる  日

本の宝島“天草”』を明確に描き、『豊かで活力ある産業のまち』、『文化を

育み人が輝くまち』、『安らぎのある快適なまち』、『未来を拓く社会基盤が

充実したまち』、『自治体経営が安定したまち』の 5 つのまちの将来像を掲

げ、市民と行政が共有して協働により実現するためのまちづくりの目的や

基本的な方策を明らかにしています。  

また、平成 31 年 3 月には、総合計画の後期基本計画を策定し、本市が

目指すまちの将来像の実現に向けて、実施組織となる 8 部門が部門経営方

針及び政策方針の下に、43 の政策、97 の施策を定め、数値目標を設定し、

事業の実施・評価・検証を実施することで取り組みを推進しております。 

総合計画は、国際社会全体の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の目指す

17 の目標と目指すべき方向性は同様であることから、総合計画の推進を

図ることでＳＤＧｓの目標達成に資するものと位置付けられます。  

 

 

 

 

 

  

ＳＤＧｓにおける 

国際的、国内的枠組み 

自治体レベルの取り組み 

取り組み１． 
義務的・包括的 

取り組み２． 
自主的・選択的 

国レベルの取り組み 

日本国としての実施指針と 

8 つの優先課題 等 

グローバルレベル 

の取り組み 

国の指針を受けて自治体

行政の責務として推進す

るＳＤＧｓ 

それぞれの自治体が固

有の条件を踏まえて 

推進するＳＤＧｓ 

国連 等 

ＳＤＧｓにおける 

天草市の枠組み 

総合計画の推進 ＝ ＳＤＧｓの推進 

・８部門４３の政策、９７の施策 

・数値目標を設定 

・評価、検証を実施 

天草市の取り組み 

国レベルの取り組み 

グローバルレベル 

の取り組み 
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3 ＳＤＧｓの推進方針  

 ＳＤＧｓ推進に向けた姿勢  

国における持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）実施指針のビジョンは、「持

続可能で強靭、そして誰一人取り残さない、経済、社会、環境の統合的向

上が実現された未来への先駆者を目指す」とされています。  

本市においても、ＳＤＧｓの理念や国の動向等を踏まえながら各政策・

施策・事務事業を実施することで、全庁をあげてＳＤＧｓの達成に寄与し

ます。  

その第１ステップにおける『ＳＤＧｓを知る、意識する』ため、総合計

画を基にした『天草市ＳＤＧｓ推進計画』の策定、職員を対象にした研修

会の実施などに取り組み、また、『取り組みをＰＲ』するため、通知文等

への該当するＳＤＧｓマークの添付、市民を対象とした出前講座等の実施

などに取り組み、職員一人ひとりがＳＤＧｓの趣旨を十分に理解した上で、

次のステップへの展開を図りＳＤＧｓの達成に向けて推進します。  

 

『ＳＤＧｓを知る、意識する』  

①  天草市ＳＤＧｓ推進計画の策定  

②  市職員ＳＤＧｓ研修会等を実施した周知・啓発  

『取り組みをＰＲ』  

①  各課等が作成するチラシ、ポスター等への該当するＳＤＧｓゴール

マークの添付  

②  可能な範囲での外部通知文等へのＳＤＧｓマークの添付  

③  出前講座等の実施  

 

 ＳＤＧｓの取り組み期限  

ＳＤＧｓは、２０３０年（令和１２年）までの達成を目指した目標であ

ることから、本市の取り組みも２０３０年（令和１２年）までとします。 

 

 目標数値  

本計画は、本市の最上位計画である総合計画を基に作成していることか

ら、環境指標の実現を目指し設定した政策の成果指標を目標数値に設定し

ます。なお、総合計画の策定・改訂に合わせて、目標数値の見直しを行い

ます。  

 

 進捗管理と評価  

本計画は、最上位計画である総合計画と整合性を図りながら、設定した

指標やＰＤＣＡサイクルによる進捗管理と評価・検証を行います。  

・ＳＤＧｓを知る、意識する 

・取り組みのＰＲ 

・連携を生み出す 

（縦串・横串をさす） 

・新たな事業または既存

事業の磨き上げ 

第１ステップ 
第 2ステップ 

第３ステップ 

天草市におけるＳＤＧｓ展開イメージ 
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4 天草市総合計画とＳＤＧｓとのつながり  

後期基本計画の政策とＳＤＧｓ１７のゴールとの関係  

１．創造性豊かな産業のまちづくり（産業経済部門）   

■政策１  農業の振興        

■政策２  林業の振興        

■政策３  水産業の振興  

■政策４  商工業の振興と多様な働く場の創造  

■政策５  地産地消・地産他消の推進  

         

 

２．歴史と文化の薫り高い魅力あふれる観光のまちづくり（観光・文化部門）  

■政策６  観光の振興  

■政策７  観光施設の充実  

■政策８  世界遺産の保全  

■政策９  大地の遺産を活用した活動の推進  

■政策１０  文化の振興  

        

 

３．みんなで築く活力あるまちづくり（地域振興部門）   

■政策１１  協働によるまちづくりの推進  

■政策１２  男女共同参画社会の推進  

■政策１３  スポーツの推進  

■政策１４  移住・定住の促進  

■政策１５  公共交通による移動利便性の向上  

         

 

４．未来を拓く人を育むまちづくり（教育部門）  

■政策１６  生涯学習の推進  

■政策１７  人権教育及び人権啓発の推進  

■政策１８  学校教育の充実  

■政策１９  大学等の連携  

■政策２０  国際化の推進  
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５．生き生きと暮らせ共に支え合うまちづくり（保健・医療・福祉部門）  

■政策２１  健康寿命の延伸  

■政策２２  医療資源の効率的な活用  

■政策２３  地域支え合い活動の推進  

■政策２４  包括的な支援体制の構築  

■政策２５  障がい者（児）の社会参加の促進  

■政策２６  子育て支援体制の充実  

          

 

６．環境と共生した安心・安全なまちづくり（生活環境・防犯防災部門）  

■政策２７  自然環境の保全と低炭素社会の実現  

■政策２８  快適な生活環境の充実  

■政策２９  災害に強いまちの形成  

■政策３０  消防・救助・救急体制の整備  

■政策３１  防犯対策・交通安全の推進  

■政策３２  消費生活の支援  

         

 

７．暮らしやすい機能的なまちづくり（都市基盤整備部門）  

■政策３３  良好なまちなみの形成  

■政策３４  住環境の整備  

■政策３５  上下水道の整備  

■政策３６  機能的な交通基盤の整備  

■政策３７  情報化の推進  

       

 

８．持続可能な行政経営ができるまちづくり（総務・企画部門）  

■政策３８  財政基盤の強化  

■政策３９  ファシリティマネジメントの推進による適正配置と財政支出の削減  

■政策４０  組織力・職員力の向上  

■政策４１  行政サービスの質の向上  

■政策４２  窓口サービスの充実  

■政策４３  行政経営システムの改善  
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部 門 

 

 

経営方針 No 政 策 名 

 

１ ２ ３ ４ ５ 

産業政策 

部門 

創造性豊か

な産業のま

ちづくり 

1 農業の振興   ●       

2 林業の振興           

3 水産業の振興           

4 商工業の振興と多様な働く場の創造           

5 地産地消・地産他消の推進 ● ●       

観光・文化 

部門 

歴史と文化

の薫り高い

魅力あふれ

る観光の 

まちづくり 

6 観光の振興           

7 観光施設の充実           

8 世界遺産の保全           

9 大地の遺産を活用した活動の推進           

10 文化の振興           

地域振興 

部門 

みんなで築

く活力ある

まちづくり 

11 協働によるまちづくりの推進           

12 男女共同参画社会の推進         ● 

13 スポーツの推進     ● ●   

14 移住･定住の促進           

15 公共交通による移動利便性の向上           

教育部門 

未来を拓く

人を育むま

ちづくり 

16 生涯学習の推進       ●   

17 人権教育及び人権啓発の推進       ●    

18 学校教育の充実       ● ● 

19 大学等との連携       ●   

20 国際化の推進       ●   

保健・医療・ 

福祉部門 

生き生きと

暮らせ共に

支え合うま

ちづくり 

21 健康寿命の延伸 
  

● 
  

22 医療資源の効率的な活用 
  

● 
  

23 地域支え合い活動の推進 
   

● 
 

24 包括的な支援体制の構築 
  

● ● ● 

25 障がい者（児）の社会参加の促進 ● 
 

● ● 
 

26 子育て支援体制の充実 ● 
 

● ● ● 

生活環境・ 

防犯防災部門 

環境と共生

した安心・

安全なまち

づくり 

27 自然環境の保全と低炭素社会の実現 
  

● 
  

28 快適な生活環境の充実 
     

29 災害に強いまちの形成 
     

30 消防・救助・救急体制の整備 
     

31 防犯対策・交通安全の推進 
  

● 
  

32 消費生活の支援 
     

都市基盤整備

部門 

暮らしやす

い機能的な

まちづくり 

33 良好なまちなみの形成 
     

34 住環境の整備 
     

35 上下水道の整備 
     

36 機能的な交通基盤の整備 
     

37 情報化の推進 
     

総務・企画 

部門 

持続可能な

行政経営が

できるまち

づくり 

38 財政基盤の強化 
     

39 
ファシリティマネジメントの推進による 
適正配置と財政支出の削減 

     
40 組織力・職員力の強化 

   
● ● 

41 行政サービスの質の向上 
     

42 窓口サービスの充実 
     

43 行政経営システムの改善 
   

● 
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No ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 

1     ● ●     ●     ●   ● 

2     ●             ●   ● 

3       ●         ●     ● 

4     ●                 ● 

5     ● ●         ● ●   ● 

6     ●       ●         ● 

7     ●           ●     ●  

8           ●           ● 

9             ● ● ●  ●   ● 

10     ●       ●         ● 

11           ●           ● 

12         ●             ● 

13     ● ●   ●           ● 

14           ●           ● 

15           ●           ● 

16                       ● 

17         ●             ● 

18     ● ●     ●         ● 

19                       ● 

20         ●             ● 

21     ●              ● 

22                      ● 

23     ●    ●              ● 

24         ●          ●  ● 

25     ●    ●            ● 

26                    ● ● 

27   ●          ●  ●  ●  ●   ● 

28 ●          ● ●  ●    ● 

29      ●    ●         ● 

30          ●           ● 

31           ●         ●  ● 

32                    ● ● 

33           ●           ● 

34           ●   ●        ● 

35 ●          ●   ● ●      ●  

36 ●     ●    ●         ●  

37       ●   ●           ● 

38                     ● 

39                     ●  ● 

40     ●    ●             ● 

41      ●             ●  ● 

42          ●           ● 

43         ●           ●  ●  
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天草市ＳＤＧｓ推進計画における政策における記載概要 

 

政策〇．〇〇〇の振興（後期基本計画の政策番号．政策名）  

施策計画Ⅰ  
〇〇〇〇の推進  

（後期基本計画の施策計画名）  

 

 

 

ＳＤＧｓとの関連   

 

【記載内容】 

上記施策計画の計画内容を進めていくことで、ＳＤＧｓの達成につながる（関連する）

と考えられ部分及びこれに該当するゴールを記載。 

 

（記載例） 

  〇〇〇〇を図ること、また、〇〇の設立、〇〇の支援や推進することで、『ゴール〇．

本文』『ゴール〇．本文』につながる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

 

【記載内容】 

後期基本計画施策

計画における成果指

標の目標値をＳＤＧ

ｓ推進に向けた目標

数値と位置付け、同

指標を記載。 

 

 

 

【記載内容】 

上記施策計画の計画内容において該当するゴールのうち、該当

するターゲット番号及び該当する部分を抜粋し記載。 

※該当するターゲットはないが、関連するゴールがある場合は、「ゴ

ール〇に関連」と掲載。 

 

（記載例） 

◆2.3（ターゲット全文は下記のとおり）   

 2030年までに、土地、その他の生産資源や、投入財、知識、金融サ

ービス、市場及び高付加価値化や非農業雇用の機会への確実かつ平等

なアクセスの確保などを通じて、女性、先住民、家族農家、牧畜民及

び漁業者をはじめとする小規模食料生産者の農業生産性及び所得を

倍増させる。 

 ↓ 

◆2.3（ターゲット全文から該当部分抜粋は下記のとおり）  

小規模食糧生産者の農業生産性及び所得を倍増させる。  

 

  

該当するゴールマークを記載 
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 産業経済部門【経営方針】創造性豊かな産業のまちづくり  

政策番号  政  策  名  

政策１  農業の振興  

政策２  林業の振興  

政策３  水産業の振興  

政策４  商工業の振興と多様な働く場の創造  

政策５  地産地消・地産他消の推進  

 

◆産業経済部門の政策からつながるＳＤＧｓのゴール  

ＳＤＧｓゴール 内    容 

 

1.貧困をなくそう  

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。  

 

2.飢餓をゼロに  

飢餓を終わらせ、食料安定保障及び栄養改善を実現し、持

続可能な農業を促進する。  

 

8.働きがいも経済成長も  

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ

生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセン

ト・ワーク）を促進する。  

 

9.産業と技術革新の基盤をつくろう  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能

な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る。  

 

12.つくる責任つかう責任  

持続可能な生産消費形態を確保する。  

 

14.海の豊かさを守ろう  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能

な形で利用する。  

 

15.陸の豊かさも守ろう  

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能

な森林の経営、砂漠化への対処ならびに土地の劣化の阻止・

回復及び生物多様性の損失を阻止する。  

 

17.パートナーシップで目標を達成しよう  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パ

ートナーシップを活性化する。  
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 政策１．農業の振興  

施策計画Ⅰ  持続可能な地域農業の推進  

   

ＳＤＧｓとの関連   

農業経営の効率化・安定化を図ること、また、新規就農者の確保を強力に進めるとともに集落営農

法人の設立、経営安定化や市内外企業の農業参入を支援し持続可能となる地域農業を推進すること

で、『ゴール２．飢餓を終わらせ、食料安定保障及び影響改善を実現し、持続可能な農業を促進す

る』『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働き

がいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』『ゴール１７．持続可能な開発

のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

主業農業のうち認

定農業者の割合  
85.0％  

◆ 2.3 小規模食糧生産者の農業生産性及び所得を倍増させる。  

◆ 2.4 持続可能な食料生産システムを確保し、強靭（レジリエント）

な農業を実践する。  

◆ 8.3 雇用創出、起業、創造性などの開発重視型政策の推進ととも

に、中小零細企業の設立や成長を奨励する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨

励・推進する。  

新規農業就業者数

（累計） 
120 人 

 

施策計画Ⅱ  
農地基盤整備率の向上、農業施設

の長寿命化    
   

ＳＤＧｓとの関連   

農地基盤整備を加速させるとともに、担い手農家や農業参入希望企業等への優良農地供給、水田の

畑地化・汎用化を促進させるほか、既存農業施設の計画的な補修を実施し長寿命化を図ることで、

『ゴール２．飢餓を終わらせ、食料安定保障及び影響改善を実現し、持続可能な農業を促進する』

『ゴール１５．陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化

への対処ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する』『ゴール１７．持続

可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

農地整備率 47.0％  
◆ 2.4 持続可能な食料生産システムを確保し、強靭（レジリエン

ト）な農業を実践する。  

◆ 15.3 土地劣化に荷担しない世界に尽力する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨

励・推進する。  

長寿命化に伴う

排水機場の改修

工事件数 

44 件  
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施策計画Ⅲ  
農村環境の保全・活用と集落機能

の維持  
   

ＳＤＧｓとの関連   

家族農業やそれを支える家族、地域の人々（小農）が、営農を継続できるよう協定集落への加入促

進、農地や農道等の維持管理のための共同取り組み作業の下支えを行うほか、耕作放棄地の解消活

動を支援することで、『ゴール２．飢餓を終わらせ、食料安定保障及び栄養改善を実現し、持続可

能な農業を促進する』『ゴール１２．持続可能な生産消費形態を確保する』『ゴール１７．持続可能

な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

農用地面積に対する

日本型直接支払制度

対象面積の割合  

50.0％  

◆ 2.3 小規模食糧生産者の農業生産性及び所得を倍増させる。 

◆ 2.4 持続可能な食料生産システムを確保し、強靭（レジリエ

ント）な農業を実践する。  

◆ 12.4 科学物質や廃棄物の大気、水、土壌への放出を削減す

る。 

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを

奨励・推進する。  

 

施策計画Ⅳ  
手取り収入を増やす稼げる農

産物づくり  
  

ＳＤＧｓとの関連   

農産物のブランド化や天候等に左右されない安定した施設園芸、高度環境制御型栽培システムの導

入を支援するなど、稼げる農産物づくりを推進することで、『ゴール２．飢餓を終わらせ、食料安

定保障及び栄養改善を実現し、持続可能な農業を促進する』『ゴール９．強靭（レジリエント）な

インフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る』につながる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

農畜産物の販売高  48 億円 /年  

◆ 2.3 小規模食糧生産者の農業生産性及び所得を倍増させ

る。 

◆ 9.5 イノベーションを促進させる。  
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施策計画Ⅴ  有害鳥獣対策の推進  

  

ＳＤＧｓとの関連   

農業被害軽減として、守れる集落・守れる田畑の推進、捕獲による被害軽減を図るほか、捕

獲した個体の有用な資源としての活用に対して支援することで、『ゴール１５．陸域生態系の

保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処ならびに土地

の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

被害面積 12.8ha 

◆ 15.8 陸域・海洋生態系への影響を大幅に減少させるため

の対策を導入する。  

 

 

 政策２．林業の振興  

施策計画Ⅰ  
適正な森林整備を推進し健全な

森林を維持  
  

ＳＤＧｓとの関連   

適正な森林経営計画を策定し、優良な天草産材の育成と健全な森林の維持を図るとともに、担

い手の確保や経営安定化を支援し地域林業を推進することで、『ゴール８．包摂的かつ持続可

能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（デ

ィーセント・ワーク）を促進する』『ゴール１５．陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用

の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多

様性の損失を阻止する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

人工林面積のうち適

正な施業が行われて

いる面積 

6,500ha 

◆ 8.3 雇用創出、起業、創造性などの開発重視型政策の

推進とともに、中小零細企業の設立や成長を奨励する。  

◆ 15.2 森林の持続可能な経営の実施を促進し、森林減

少を阻止し、劣化した森林の回復し、新規植林及び再植

林を大幅に増加させる。  
新規就業者数（累計） 40 人  
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施策計画Ⅱ  
間伐等を促進し林業資源の利

活用を推進  
  

ＳＤＧｓとの関連   

関連団体と連携し、間伐材の流通を推進し、間伐材の安定供給を図ることで、『ゴール１５．

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、

ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する』『ゴール１７．持続可

能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につな

がる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

森林間伐材

流通量 
3,500 ㎥  

◆ 15.2 森林の持続可能な経営の実施を促進し、森林減少を阻

止し、劣化した森林の回復し、新規植林及び再植林を大幅に増

加させる。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  

 

施策計画Ⅲ  
広葉樹等保全活動と資源利活

用の推進  
 

ＳＤＧｓとの関連   

地域の森林の保全管理や広葉樹・雑木を含めた森林資源の利活用を図ることで『ゴール１５．

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処

ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

森林保活動

団体数 
10 団体  

◆ 15.b 保全や再植林を含む持続可能な森林経営を推進する。 
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 政策３．水産業の振興  

施策計画Ⅰ  
つくり育てる漁業と資源管理型

漁業の推進  
  

ＳＤＧｓとの関連   

水産資源の維持・増大を図るほか、新たなつくり育てる漁業の充実を図ることで、『ゴール９．

強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーショ

ンの推進を図る』『ゴール１４．持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能

な形で利用する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

水産物の漁

獲量 
14,397t/年 

◆ 9.5 イノベーションを促進させる。  

◆ 14.1 海洋ごみや陸上活動における汚染など、海洋汚染を防

止、削減する。  

◆ 14.2 持続的な管理と保護を行い、海洋及び沿岸の生態系の回

復に取組む。  

海面養殖業

の生産量 
16,678t/年 

 

施策計画Ⅱ  漁港の機能保全と適正な管理  

  

ＳＤＧｓとの関連   

利用者の安全性、利便性を向上のため漁港施設の機能を適正に維持することで『ゴール９．

強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーシ

ョンの推進を図る』『ゴール１４．持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続

可能な形で利用する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

機能保全対

策済施設数 
26 施設  

◆ 9.5 イノベーションを促進させる。  

◆ 14.2 持続的な管理と保護を行い、海洋及び沿岸の生態系の

回復に取組む。  
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施策計画Ⅲ  漁業経営の安定と後継者育成  

   

ＳＤＧｓとの関連   

漁船漁業の複合型漁業経営の推進による漁業経営の安定や養殖漁業の先進的な取り組みを

推進し、稼げる水産物づくりを進めるとともに、魚類養殖における漁業被害の軽減を図り経

営の安定化を目指すとともに、引き続き、新規漁業就業者の確保対策に取り組むことで、『ゴ

ール９．強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイ

ノベーションの推進を図る』『ゴール１４．持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全

し、持続可能な形で利用する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、

グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

新規漁業就業

者数（累計）  
45 人  

◆ 9.5 イノベーションを促進させる。  

◆ 14.1 海洋ごみや陸上活動における汚染など、海洋汚染を防

止、削減する。  

◆ 14.2 持続的な管理と保護を行い、海洋及び沿岸の生態系の

回復に取組む。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  

 

 

 政策４．商工業の振興と多様な働く場の創造  

施策計画Ⅰ  地場企業等の活性化を支援  

  

ＳＤＧｓとの関連   

新規の起業創業や地場企業の経営改善に向けた取組みに Ama-biZ（アマビズ）などとの相談

支援体制の充実を図るなど地場企業の活性化を進めることで、『ゴール８．包摂的かつ持続

可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇

用（ディーセント・ワーク）を促進する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段

を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

商工会議所・商

工会の会員数  
2,567 件  

◆ 8.3 雇用創出、起業、創造性などの開発重視型政策の推進

とともに、中小零細企業の設立や成長を奨励する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  
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施策計画Ⅱ  
企業誘致等による働く場の創

造  
 

ＳＤＧｓとの関連   

多様な働き方のできる職場や「働きたい場所」を増やすため、企業の誘致活動を進めるとと

もに、若年層やＵＩＪターン者に「選ばれる事務所」を創出するため、雇用環境の整備や求

職者とのマッチング機会の創出等、地場企業への就業の促進を図ることで、『ゴール８．包摂

的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間

らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

新規学卒者の地元

就職率 (就職者数）  

31.2％  

(94 人 ) 

◆ 8.3 雇用創出、起業、創造性などの開発重視型政策の推

進とともに、中小零細企業の設立や成長を奨励する。  

第２新卒者の地元

就職者数 
144 人 

 

 

 政策５．地産地消・地産他消の推進  

施策計画Ⅰ  
６次産業化の推進による産品

の付加価値向上と雇用拡大  
  

ＳＤＧｓとの関連   

新商品の開発及び販路拡大により、天草産品の地産地消、地産他消を促進し、安価で取引さ

れている規格外品等の価値も高め所得の向上と雇用の拡大など産業の活性化につなげるこ

とで、『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇

用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』『ゴール９．強

靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーショ

ンの推進を図る』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

６次産業化の取り組みにより増

加した雇用者数（累計）  
29 人  

◆ 8.3 雇用創出、起業、創造性などの開発

重視型政策の推進とともに、中小零細企業の

設立や成長を奨励する。  

◆ 9.5 イノベーションを促進させる。  

６次産業化の取り組みにより増

加した新商品数（累計）  
55 品  
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施策計画Ⅱ  天草陶磁器の産地化を推進  

  

ＳＤＧｓとの関連   

市内すべての窯元を巻き込んだ組織に再編し、陶磁器の産地化、島外への出展、技術継承及び

後継者育成への取組みを支援することで、『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及びす

べての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）

を促進する』『ゴール９．強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業

化の促進及びイノベーションの推進を図る』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

天草の陶磁器産業が

活性化していると感

じる市民の割合  

70.0％  

◆ 8.3 雇用創出、起業、創造性などの開発重視型政策の推

進とともに、中小零細企業の設立や成長を奨励する。  

◆ 9.5 イノベーションを促進させる。  

 

施策計画Ⅲ  
もうかる産業づくりをめざし

た戦略的な販売  
  

ＳＤＧｓとの関連   

生産者グループの供給体制づくりへの取組みを支援するとともに、天草の「地域ブランド」を

活用し、天草産品の商談会等でのＰＲや販路開拓に取り組むことで、『ゴール８．包摂的かつ

持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい

雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段

を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

取引につながった市

内の事業者数（累計） 
152 件 

◆ 8.3 雇用創出、企業、創造性などの開発重視型政策の推

進とともに、中小零細企業の設立や成長を奨励する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシッ

プを奨励・推進する。  

取引につながった市

外の事業者数（累計） 
320 件 
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施策計画Ⅳ  市内での消費循環を拡大  
   

   

ＳＤＧｓとの関連   

域内消費を増やすため、「地産地消行動計画」を策定し、販売現場等での売り場面積の拡大

や天草内の事業所での消費・購入を促すよう周知・啓発に取り組むことで、『ゴール１．あ

らゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる』『ゴール２．飢餓を終わらせ、食料安定保

障及び影響改善を実現し、持続可能な農業を促進する』『ゴール８．包摂的かつ持続可能な

経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディ

ーセント・ワーク）を促進する』『ゴール１４．持続可能な開発のために海洋・海洋資源を

保全し、持続可能な形で利用する』『ゴール１５．陸域生態系の保護、回復、持続可能な利

用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び

生物多様性の損失を阻止する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、

グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

市民一人当たりの地

元産農産物の取扱額  

12,200 円

/人  

◆ 1.3 適切な社会保障制度及び対策を実施し、貧困層及

び脆弱総に対し十分な保護を達成する。  

◆ 2.3 小規模食料生産者の生産性、所得を倍増させる。 

◆ 8.3 雇用創出、起業、創造性などの開発重視型政策の

推進とともに、中小零細企業の設立や成長を奨励する。  

◆ 14.2 持続的な管理と保護を行い、海洋及び沿岸の生

態系の回復に取組む。  

◆ 15.2 森林の持続可能な経営の実施を促進し、森林減

少を阻止し、劣化した森林の回復し、新規植林及び再植

林を大幅に増加させる。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシ

ップを奨励・推進する。  

地場産水産物を購入

している人の割合  
87.3％  

天草産木材利用促進

による木材販売額  

12,000 千

円 /年  

意識して市内の事業

所を利用している市

民の割合 

90.0％  
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施策計画Ⅴ  活気ある商店街づくり  

  

ＳＤＧｓとの関連   

個店の顧客増加に向けた取組みや商店街振興組合や周辺の商友会等との協働による取組みな

どにより商店街の活性化を図ることで、『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべ

ての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）

を促進する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パート

ナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

商店街の空き店舗率  15.0％  

◆ 8.3 雇用創出、起業、創造性などの開発重視型政策の

推進とともに、中小零細企業の設立や成長を奨励する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシ

ップを奨励・推進する。  
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 観光・文化部門【経営方針】歴史と文化の薫り高い魅力あふれる観光

のまちづくり  

政策番号  政  策  名  

政策６  観光の振興  

政策７  観光施設の充実  

政策８  世界遺産の保全  

政策９  大地の遺産を活用した活動の推進  

政策１０  文化の振興  

 

◆観光・文化部門の政策からつながるＳＤＧｓのゴール  

ＳＤＧｓゴール 内    容 

 

8.働きがいも経済成長も  

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ

生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセン

ト・ワーク）を促進する。  

 

11.住み続けられるまちづくりを  

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及

び人間居住を実現する。  

 

12.つくる責任つかう責任  

持続可能な生産消費形態を確保する。  

 

13.気候変動に具体的な対策を  

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。  

 

14.海の豊かさを守ろう  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能

な形で利用する。  

 

15.陸の豊かさも守ろう  

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能

な森林の経営、砂漠化への対処ならびに土地の劣化の阻止・

回復及び生物多様性の損失を阻止する。  

 

17.パートナーシップで目標を達成しよう  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パ

ートナーシップを活性化する。  
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 政策６．観光の振興  

施策計画Ⅰ  
地域資源を活かし、周遊・滞在・交流

型観光につなげる「魅力づくり」  
 

ＳＤＧｓとの関連   

多様な観光資源の掘り起しと魅力の向上を図り、広域周遊ルートや市内周遊ルートの提案、

インバウンド誘客、教育旅行や大会・合宿誘致活動など選ばれる観光地を目指した継続的な

誘致活動に取り組むことで、『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々

の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進

する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

宿泊観光客数

（延べ人数）  

320,000 人

/年  

◆ 8.9 雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持続

可能な観光業を促進する。  

 

施策計画Ⅱ  
観光を支える組織、戦略的な情

報発信の「仕組みづくり」  
 

ＳＤＧｓとの関連   

「観光地経営」の視点に立ち、戦略の策定や実行力のある組織による観光振興を図るととも

に、来訪者データ等を効果的かつ継続的に収集し、分析に基づいた手法により情報を発信す

ることで、『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的

な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』につながる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

観光客データの

収集（動向調査） 
2 回  

◆ 8.9 雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持続

可能な観光業を促進する。  
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施策計画Ⅲ  
永続的な観光振興のための「担

い手づくり」  
  

ＳＤＧｓとの関連   

人口減少や少子高齢化、行政のスリム化が進む中で、関連団体等と連携した観光ガイド等の

育成や講座・研修の実施、住民向けの観光情報を発信し、併せて来訪者の満足度の向上のた

めにもおもてなしの強化を図ることで、『ゴール１２．持続可能な生産消費形態を確保する』

『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップ

を活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

市民向け講座等

の実施 
5 回  

◆ 12.b 持続可能な観光業に対して持続可能な開発がもたら

す影響を測定する手法を開発・導入する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  

 

 

 政策７．観光施設の充実  

施策計画Ⅰ  観光拠点施設の整備  

   

ＳＤＧｓとの関連   

新たな魅力の提供及び積極的な情報発信を行い、観光客の滞在時間の延長を図るとともに、

地域観光資源の持続的利活用について検討を行うことで、『ゴール８．包摂的かつ持続可能

な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（デ

ィーセント・ワーク）を促進する』『ゴール１４．持続可能な開発のために海洋・海洋資源

を保全し、持続可能な形で利用する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強

化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

観光拠点施設等

への来訪者数  

200,000

人 /年  

◆ 8.9 雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持

続可能な観光業を促進する。  

◆ 14.2 持続的な管理と保護を行い、大きな悪影響を回避

し、健全で生産的な海洋を実現する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシッ

プを奨励・推進する。  
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施策計画Ⅱ  観光施設の活用  

  

ＳＤＧｓとの関連   

老朽化した施設を計画的に改修し、観光客の満足度向上を図るとともに、利用度の低い施設の

見直しを検討するほか、増加が見込まれる外国人観光客に対応するため、多言語表記などの充

実を図ることで、『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生

産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』『ゴール

１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化す

る』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

観光施設の利用者数  
1,200,000

人 /年  

◆ 8.9 雇用創出、地方の文化振興・産品販促につなが

る持続可能な観光業を促進する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナー

シップを奨励・推進する。  

 

 

 政策８．世界遺産の保全  

施策計画Ⅰ  世界遺産の保存管理の推進  

  

ＳＤＧｓとの関連   

市民一人ひとりが世界遺産としての価値を理解し、その価値を情報発信できるよう周知・啓

発に努めるとともに、地域と行政が連携しながら集落景観の保全に取り組むことで、『ゴー

ル１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する』

『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップ

を活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

﨑津集落の世界遺産の取り組

みを知っている市民の割合  
97.8％  

◆ 11.4 世界の文化遺産及び自然遺産の保護・

保全の努力を強化する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパー

トナーシップを奨励・推進する。  

﨑津集落の景観が保たれてい

ると感じる市民の割合  
70.7％  
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 政策９．大地の遺産を活用した活動の推進  

施策計画Ⅰ  
自然資源を活用した地域の

魅力の向上と情報発信  

   

  

ＳＤＧｓとの関連   

これまで行ってきたジオパーク活動（教育支援活動や学術支援活動等）の財産を継続し活

用するとともに、天草の自然資源を活用した活動を行っている団体等と連携及び支援に取組

むほか、天草の自然資源教育活動及び地域拠点を整備し、機能を高めることで、『ゴール１

２．持続可能な生産消費形態を確保する』『ゴール１３．気候変動及びその影響を軽減する

ための緊急対策を講じる』『ゴール１４．持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、

持続可能な形で利用する』『ゴール１５．陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、

持続可能な森林の経営、砂漠化への対処ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の

損失を阻止する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・

パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

天草市自然資源

に関する拠点施

設の入込客数  

10,000 人 

◆ 12.8 持続可能な開発及び自然と調和したライフスタイ

ルに関する情報と意識を持つようにする。  

◆ 13.3 気候変動の緩和及び早期警戒に関する教育や制度

機能を改善する。  

◆ 14.a 海洋の健全性の改善と科学的知識の増進、研究能力

の向上を行う。  

◆ 15.4 山地生態系の保全を確保し、持続可能な開発にとっ

て不可欠な便益をもたらす能力を強化する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシッ

プを奨励・推進する。  
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 政策１０．文化の振興  

施策計画Ⅰ  
文化活動の推進、歴史と文化の保

存・継承  
 

ＳＤＧｓとの関連   

次世代を担う子ども達に一流の芸能に触れる機会の提供や、貴重なフィルム映画が鑑賞でき

る映画館の安定的な保存により、映像文化を継承するとともに、身近な史跡や伝統芸能など

を活用し、文化財の保存・整備・活用・継承に努めることで、『ゴール８．包摂的かつ持続可

能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用

（ディーセント・ワーク）を促進する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

市の芸術文化事業に

触れる機会があると

思う市民の割合  

47.1％  

◆ 8.9 雇用創生、地方の文化振興・産品販促につながる

持続可能な観光業を促進する。  

 

 

施策計画Ⅱ  文化施設の整備・活用  

  

ＳＤＧｓとの関連   

文化活動拠点施設の延命化と利便性向上のため、計画的に施設整備・改修を行うとともに、

各資料館の展示内容を充実させ、各資料館及び関係団体との連携を図ることで、『ゴール１

２．持続可能な生産消費形態を確保する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段

を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

市民会館利用者数  
288,000

人 /年  

◆ 12.8 持続可能な開発及び自然と調和したライフス

タイルに関する情報と意識を持つようにする。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナー

シップを奨励・推進する。  
資料館入館者数  

158,000

人 /年  
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 地域振興部門【経営方針】みんなで築く活力あるまちづくり  

政策番号  政  策  名  

政策１１  協働によるまちづくりの推進  

政策１２  男女共同参画社会の推進  

政策１３  スポーツの推進  

政策１４  移住・定住の促進  

政策１５  公共交通による移動利便性の向上  

 

◆地域振興部門の政策からつながるＳＤＧｓのゴール  

ＳＤＧｓゴール 内    容 

 

3.すべての人に健康と福祉を  

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉

を促進する。  

 

4.質の高い教育をみんなに  

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯

学習の機会を促進する。  

 

5.ジェンダー平等を実現しよう  

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化

を行う。  

 

8.働きがいも経済成長も  

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ

生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセン

ト・ワーク）を促進する。  

 

9.産業と技術革新の基盤をつくろう  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能

な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る。  

 

10.人や国の不平等をなくそう  

各国内及び各国間の不平等を是正する。  

 

11.住み続けられるまちづくりを  

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及

び人間居住を実現する。  

 

17.パートナーシップで目標を達成しよう  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パ

ートナーシップを活性化する。  
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 政策１１．協働によるまちづくりの推進  

施策計画Ⅰ  市民協働の推進  

  

ＳＤＧｓとの関連   

まちづくり協議会等の活用並びに「行政区」や「市民活動団体」と行政が連携して、市民協働

による地域課題解決に向けた様々な活動を推進し、特色のある独自のまちづくり活動への支援

を行うことで、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び

人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・

パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

地区振興会の活動に満足している

市民の割合 
62.3％  

◆ 11.3 参加型、包摂的かつ持続可能な人

間居住計画・管理の能力を強化する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会の

パートナーシップを奨励・推進する。  

地域が主催する祭りやイベントへ

参加した市民の割合  
82.8％  

担い手となる団体の活動が充実し

ていると感じる市民の割合  
42.5％  

 

施策計画Ⅱ  
協働を担う人材及び団体の育成・

支援  
  

ＳＤＧｓとの関連   

まちづくり協議会、地区振興会及びＮＰＯ法人等の市民活動団体の相互交流などを図りながら

協働を担う人材及び団体の育成・支援に取り組むことで、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強

靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開

発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

過去１年間に地域活動（ボランテ

ィア含む）に役員やスタッフとし

て参加したことがある市民の割合  

53.4％  

◆ 11.3 参加型、包摂的かつ持続可能な人間居

住計画・管理の能力を強化する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパー

トナーシップを奨励・推進する。  
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施策計画Ⅲ  
コミュニティ施設の整備・活用

の推進  
 

ＳＤＧｓとの関連   

地域住民による自主的な管理運営の促進及び維持管理の支援を行うとともに、施設整備にお

いては地域の情勢などを踏まえ計画的に進めることで、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強

靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

コミュニティセンター利用申請件数  
32,059 件

/年  

◆ 11.3 参加型、包摂的かつ持続可能な

人間居住計画・管理の能力を強化する。  

 コミュニティセンターを利用したこ

とがある市民の割合  
51.4％  

地区コミュニティセンターの施設に

対して満足している市民の割合  
51.6％  

 

 政策１２．男女共同参画社会の推進  

施策計画Ⅰ  男女共同参画の推進   

   

ＳＤＧｓとの関連   

男女共同参画の意識づくりと性別役割分担意識の解消を図るための教育・啓発に取組むとと

もに、女性の活躍を進めるための人材育成の充実や政策・方針決定の場へ女性の登用を促進

し、男女共同参画社会の実現を目指すことで、『ゴール５．ジェンダー平等を達成し、すべて

の女性及び女児の能力強化を行う』『ゴール１０．各国内及び各国間の不平等を是正する』『ゴ

ール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活

性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

性別によって役割

を固定してはいけ

ないと考える市民

の割合 

75.0％  

◆ 5.5 あらゆるレベルの意思決定において、完全かつ効果的

な女性の参画及び平等なリーダーシップの機会を確保する。  

◆ 10.2 全ての人々の能力強化及び社会的、経済的及び政治的

な包含を促進する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  
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 政策１３．スポーツの推進  

施策計画Ⅰ  子どもスポーツの振興  

   

ＳＤＧｓとの関連   

幼児・児童・生徒が生涯にわたりスポーツや運動に関わるため、運動習慣の定着やスポーツ環

境の充実を図るとともに、保育所（園）・幼稚園・小中学校・高等学校等と地域・家庭の連携

により、スポーツや運動に親しむ機会を増やし、子どもたちが身体を動かすことが楽しい、面

白いと実感できるような魅力ある環境を整備することで、『ゴール３．あらゆる年齢のすべて

の人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する』『ゴール４．すべての人に包摂的かつ公正

な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール１７．持続可能な開発のため

の実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

小学生（ 5 年生）の週 3 回以上のス

ポーツ実施率  
78.0％  

ゴール 3 に関連 

ゴール 4 に関連 

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパ

ートナーシップを奨励・推進する。  

中学生（ 2 年生）の週 3 回以上のス

ポーツ実施率  
86.0％  

高校生（ 2 年生）の週 3 回以上のス

ポーツ実施率  
77.0％  

小学生 (1 年生 )における新体力テ

スト数値が県平均を上回る項目数  
8 項目 

 

施策計画Ⅱ  生涯スポーツの振興  

  

ＳＤＧｓとの関連   

それぞれのライフスタイルに対応したスポーツ環境の充実を図るととともに、全ての市民が

「する人」「観る人」「携わる人」のいずれかでスポーツに関わり、生活の中にスポーツを取り

入れ、いつでも、どこでも、誰でも、生涯に渡ってスポーツと親しむことができるよう普及・

啓発に取り組むことで、『ゴール３．あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、

福祉を促進する』『ゴール４．すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学

習の機会を促進する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

週１回以上のスポーツ実施率  65.0％  
ゴール 3 に関連 

ゴール 4 に関連 
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施策計画Ⅲ  競技･交流スポーツの振興  

  

ＳＤＧｓとの関連   

各種競技団体の組織強化及び指導者の養成を図り、優れた選手を育成・支援する取り組みを

推進するとともに、スポーツ大会や合宿誘致を積極的に行い、地域経済の活性化及び交流人

口の拡大を図ることで、『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完

全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』

『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップ

を活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

マラソン等の参加者数  6,300 人 /年  ゴール 8 に関連 

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会の

パートナーシップを奨励・推進する。  

県民体育祭出場者数  440 人 /年 

スポーツ大会・合宿誘致者数  8,550 人 /年  

施策計画Ⅳ  スポーツ施設の充実  

  

ＳＤＧｓとの関連   

計画的な改修等を実施し、長寿命化及び利用者の利便性と安全性の向上を図るとともに、多

様化するスポーツニーズに対応した新たな施設整備等を計画的に取り組むことで、『ゴール

９．強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベ

ーションの推進を図る』『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能

な都市及び人間居住を実現する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

社会体育施設の

年間利用者数  
647,600 人 /年  

◆ 9.1 質の高い、信頼でき、持続可能かつ強靭（レジリ

エント）なインフラを開発する。  

◆ 11.1 全ての人々の、適切、安全・安価な住宅及び基

本的サービスへのアクセスを確保する。  
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 政策１４．移住・定住の促進  

施策計画Ⅰ  
天草の魅力を活かした交流と

移住・定住の推進  
  

ＳＤＧｓとの関連   

多様なニーズに対応したきめ細やかな相談体制や移住後の地域におけるサポート体制の充

実を図るとともに、市単独の天草セミナーや体験ツアーの開催等を通じて天草への移住・定

住を促進することで、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な

都市及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、

グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

移住・定住に関する

問い合わせ件数  
300 件 /年 

◆ 11.a 都市部、都市周辺部及び農村部間の良好なつな

がりを支援する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシ

ップを奨励・推進する。  

 

 

 政策１５．公共交通による移動利便性の向上  

施策計画Ⅰ  

多様な交通モードの連携による持続可能性の

ある公共交通網・まちづくり（各拠点の魅力

向上・機能維持）に寄与する公共交通網の形

成  
 

ＳＤＧｓとの関連   

多様な交通モードの連携による効率的・効果的な公共交通網を整備し、移動利便性の向上を

図るとともに、拠点内・拠点区間移動をニーズに応じた公共交通で確保することで『ゴール

１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する』

につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

路線バス等の利用者数  397,000 人 /年  ◆ 11.2 全ての人々に、安心かつ安価で容易

に利用できる、持続可能な輸送システムへの

アクセスを提供する。  

航路の利用者数  352,000 人 /年  

航空路の利用者数  82,000 人 /年 
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施策計画Ⅱ  
行政・交通事業者・市民等の協働

による公共交通の利用促進  
  

ＳＤＧｓとの関連   

公共交通の持続可能性を高めるため、利用者の維持・増加を図る必要があることから、「乗

って守る公共交通」の方針の下、自治体、交通事業者、住民が連携した利用促進策を推進す

ることで、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人

間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・

パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

「おでかけ促進事

業」、「乗り方教室等」

に参加した市民の数  

1,000 人  

◆ 11.2 全ての人々に、安心かつ安価で容易に利用でき

る、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシ

ップを奨励・推進する。  

 

施策計画Ⅲ  交通不便地域対策の推進  

  

ＳＤＧｓとの関連   

交通不便地域対策として、公共交通機関利用による移動手段の確保を基本とするが、公共交

通を利用できない方への対応として福祉所管部門との連携を行い、効率的・効果的な移動支

援策を講じることで『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都

市及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グ

ローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

交通不便地域数  76 地域  

◆ 11.2 全ての人々に、安心かつ安価で容易に利用でき

る、持続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシ

ップを奨励・推進する。  
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 教育部門【経営方針】未来を拓く人を育むまちづくり  

政策番号  政  策  名  

政策１６  生涯学習の推進  

政策１７  人権教育及び人権啓発の推進  

政策１８  学校教育の充実  

政策１９  大学等との連携  

政策２０  国際化の推進  

 

◆教育部門の政策からつながるＳＤＧｓのゴール  

ＳＤＧｓゴール 内    容 

 

4.質の高い教育をみんなに  

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯

学習の機会を促進する。  

 

5.ジェンダー平等を実現しよう  

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化

を行う。  

 

8.働きがいも経済成長も  

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ

生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセン

ト・ワーク）を促進する。  

 

9.産業と技術革新の基盤をつくろう  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能

な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る。  

 

10.人や国の不平等をなくそう  

各国内及び各国間の不平等を是正する。  

 

12.つくる責任つかう責任  

持続可能な生産消費形態を確保する。  

 

17.パートナーシップで目標を達成しよう  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パ

ートナーシップを活性化する。  
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 政策１６．生涯学習の推進  

施策計画Ⅰ  生涯学習の推進  

  

ＳＤＧｓとの関連   

それぞれのライフステージに応じた学習機会の提供に努めるとともに、青少年の健全育成や地

域と学校の連携・協働による地域学校協働活動を推進することで、『ゴール４．すべての人に

包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール１７．持続可

能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につなが

る。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

生涯学習環境（学習機会や学習

情報）に対して満足している市

民の割合 

49.1％  

◆ 4.7 全ての学習者が、持続可能な開発を促進す

るために必要な知識及び技能を習得できるように

する。 

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパート

ナーシップを奨励・推進する。  

青少年が健全に成長している

と思う市民の割合  
76.5％  

 

 

 政策１７．人権教育及び人権啓発の推進  

施策計画Ⅰ  人権教育及び人権啓発の推進  

   

ＳＤＧｓとの関連   

市民の人権意識の高揚を図り、社会教育などの様々な場と機会を通じ、また、関係団体と連

携し、人権教育及び人権啓発を推進し、一人ひとりの人権が尊重され明るく住み良いまちを

創り上げることで、『ゴール４．すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯

学習の機会を促進する』『ゴール１０．各国内及び各国間の不平等を是正する』『ゴール１７．

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』

につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

人権が尊重されている

と感じる市民の割合  
56.6％  

◆ 4.7 全ての学習者が、持続可能な開発を促進するた

めに必要な知識及び技能を習得できるようにする。  

◆ 10.2 全ての人々の能力強化及び社会的、経済的及び

政治的な包含を促進する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナー

シップを奨励・推進する。  
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 政策１８．学校教育の充実  

施策計画Ⅰ  次世代の担い手を育む  

   

ＳＤＧｓとの関連   

学びの本質として重要となる「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す授業改善を行い、

道徳教育や人権教育を推進し、豊かな心を育てるとともに、子どもの発達や学びの連続性の確

保と適切な支援に努めることで、『ゴール４．すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を

確保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール５．ジェンダー平等を達成し、すべての女性及

び女児の能力強化を行う』『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完

全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』

につながる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

全国学力・学習状況調査の全

国平均正答率を上回る項目数  
全 5 項目 

◆ 4.1 全ての子供が無償かつ公正で質の高い初

等教育及び中等教育を修了できるようにする。  

◆ 4.7 全ての学習者が、持続可能な開発を促進す

るために必要な知識及び技能を習得できるように

する。 

◆ 5.1 全ての女性及び児童に対するあらゆる形

態の差別を撤廃する。  

◆ 8.6 就労、就学及び職業訓練のいずれも行って

いない若者の割合を大幅に減らす。  

学校を楽しいと感じる児童・

生徒の割合 
95.0％  

中学３年生における英検３級

レベル相当の生徒の割合  
50.0％  

 

施策計画Ⅱ  教育を支える環境づくりの推進  

  

ＳＤＧｓとの関連   

子どもたちが、よりよい教育環境の中で効率的な教育が受けられるようにするため、学校のＩ

ＣＴ環境の整備等を推進するとともに、学校施設の計画的な修繕・改修を行い、安全・安心な

教育環境の実現を図ることで、『ゴール４．すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確

保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール９．強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂

的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの促進を図る』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

学校を過ごしや

すいと感じる児

童・生徒の割合  

83.7％  

◆ 4.1 全ての子供が無償かつ公正で質の高い初等教育及び中等

教育を修了できるようにする。  

◆ 4.a 全ての人々に安心で効果的な学習環境を提供できるよう

にする。 

◆ 9.C 情報通信技術へのアクセスを大幅に向上させる。  
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 政策１９．大学等との連携  

施策計画Ⅰ  
大学等と連携した人材育成と専

門的支援  
  

ＳＤＧｓとの関連   

地域と大学等が協働及び連携する機会を創出するとともに、市民のニーズに対応した学びの場

や大学等と市民とが地域の中で共に学ぶ機会を提供し、地域の課題解決やまちづくりの中心と

なる地域を担う人材を育成することで『ゴール４．すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教

育を確保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を

強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

大学等との連携事業の参

加者で内容等に満足して

いる市民の割合  

88.0％  

◆ 4.3 手の届く質の高い技術教育・職業教育及び大学

を含む高等教育への平等なアクセスを得られるように

する。 

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナー

シップを奨励・推進する。  

 

  

施策計画Ⅲ  学校給食の充実  

   

ＳＤＧｓとの関連   

文部科学省が定める「学校給食衛生管理基準」に適合し、安全・安心な給食を提供するため、

共同調理場の改築や改修を行うとともに、地元生産者や関係機関と連携し、地場産の食材を

活用して、地元の料理を取り入れた地産地消を推進することで、『ゴール４．すべての人に

包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール１２．持続

可能な生産消費形態を確保する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、

グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

品目ベースの

地産地消率 

（天草産食材

の品目） 

30.0％  

◆ 4.a 全ての人々に安心で効果的な学習環境を提供できるよ

うにする。  

◆ 12.3 食料の廃棄を半減させ、収穫後損失などの生産・サプ

ライチェーンにおける食品ロスを減少させる。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  
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 政策２０．国際化の推進  

施策計画Ⅰ  
多 様 な 文 化 を 共 有 す る 社 会

の充実  
   

ＳＤＧｓとの関連   

市民団体等と連携し、多文化共生の意識啓発を行うとともに、市民との協働による外国人と

の交流機会を提供するほか、外国人が天草に住む環境を整備することで『ゴール４．すべて

の人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール１０．

各国内及び各国間の不平等を是正する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を

強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

外国人居住者の満

足している割合  
66.0％  

◆ 4.7 全ての学習者が、持続可能な開発を促進するために

必要な知識及び技能を習得できるようにする。  

◆ 10.2 全ての人々の能力強化及び社会的、経済的及び政治

的な包含を促進する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシッ

プを奨励・推進する。  

 

施策計画Ⅱ  国際化に対応した人づくり  

 

ＳＤＧｓとの関連   

姉妹都市エンシニタス市や韓国・忠清大学校との交流等を通じ、国際化に対応する広い視野

と寛容な精神をもった人材を育成するため、市民の相互訪問や市民レベルの国際交流活動を

支援し、自主的な活動の推進を図ることで『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段

を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

姉妹都市交流等の参加

者の満足している割合  
100.0％ 

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナー

シップを奨励・推進する。  
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 保健・医療・福祉部門【経営方針】生き生きと暮らせ共に支え合うま

ちづくり  

政策番号  政  策  名  

政策２１  健康寿命の延伸  

政策２２  医療資源の効率的な活用  

政策２３  地域支え合い活動の推進  

政策２４  包括的な支援体制の構築  

政策２５  障がい者（児）の社会参加の促進  

政策２６  子育て支援体制の充実  

 

◆健康・医療・福祉部門の政策からつながるＳＤＧｓのゴール  

ＳＤＧｓゴール 内    容 

 

1.貧困をなくそう  

あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる。  

 

3.すべての人に健康と福祉を  

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉

を促進する。  

 

4.質の高い教育をみんなに  

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯

学習の機会を促進する。  

 

5.ジェンダー平等を実現しよう  

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化

を行う。  

 

8.働きがいも経済成長も  

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ

生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用を促進する。  

 

10.人や国の不平等をなくそう  

各国内及び各国間の不平等を是正する。  

 

11.住み続けられるまちづくりを  

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及

び人間居住を実現する。  

 

16.平和と公正をすべての人に  

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべ

ての人々に司法のアクセスを提供し、あらゆるレベルにおい

て効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する。  

 

17.パートナーシップで目標を達成しよう  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パ

ートナーシップを活性化する。  
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 政策２１．健康寿命の延伸  

施策計画Ⅰ  
社会参加の促進・健康づくりの推

進  
   

ＳＤＧｓとの関連   

健康で意欲を持ち続けながら生活を送ることができる環境づくりや健康づくりを応援する企

業・地域・ボランティア等と連携し、市民の健康づくりを応援する環境づくりを推進するこ

とで、『ゴール３．あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する』

『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働

きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』『ゴール１７．持続可能

な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につなが

る。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

日々の生活でいきがいを

感じている市民の割合  
79.3％  

◆ 3.8 質の高い基礎的な保健サービスへのアクセスな

どによるユニバーサル・ヘルス・カレッジ（ＵＨＣ）を

達成する。  

◆ 8.3 雇用創出、起業、創造性などの開発重視型政策の

推進とともに、中小零細企業の設立や成長を奨励する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシ

ップを奨励・推進する。  

住民主体の集う場の参加

者数（週 1 回以上） 

2,800

人  

くまもとスマートライフ

プロジェクト応援団登録

数（市内事業所）  

200 

 

施策計画Ⅱ  生活習慣改善の推進  

  

ＳＤＧｓとの関連   

市民の生涯を通した健康づくりや職場全体での健康づくり、栄養・運動などを重点にした介

護予防を推進するとともに、がん、生活習慣病の発症予防と重症化防止に取組むことで、『ゴ

ール３．あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する』『ゴール８．

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある

人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』につながる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

健康に気をつけ

て生活している

市民の割合 

93.2％  

◆ 3.3 伝染病の根絶及びその他の感染症に対処する。  

◆ 3.4 非感染性疾患による若年死亡率を３分の１減少させ、精

神保健及び福祉を促進する。  

◆ 3.8 質の高い基礎的な保健サービスのアクセスを達成する。 

◆ 3.9 有害化学物質及び大気等の汚染による死亡及び疾病の

件数を大幅に減少させる。  

◆ 8.3 雇用創出、起業、創造性などの開発重視型政策の推進と

ともに、中小零細企業の設立や成長を奨励する。  
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 政策２２．医療資源の効率的な活用  

施策計画Ⅰ  市立病院の効率的な運営  

  

ＳＤＧｓとの関連   

熊本県や関係市町村と連携し医師をはじめとする医療従事者の確保に取り組むとともに、市

立病院が担う医療機能を検証し、病院事業の効率化を図り、地域医療の継続を目指す。また、

本渡看護専門学校では、郡市医師会などの関連機関と学生の確保に努めるとともに、知識や

技術修得のための環境づくりに努め、地域に根差す看護師を養成することで、『ゴール３．あ

らゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する』『ゴール１７．持続可

能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につな

がる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

卒業者の市内医療

機関等への就職率  
50.0％  

ゴール 3 に関連 

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  

 

施策計画Ⅱ  
安心して受診できる医療体制づく

り  
  

ＳＤＧｓとの関連   

医療機関や医師会等関係機関との連携強化を図り、システム等を活用した診療支援、医療・

介護に関する情報発信、医師・看護師等の人材確保等に取り組むとともに、医療と介護の連

携を推進することで、『ゴール３．あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福

祉を促進する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パー

トナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

かかりつけ医のある

市民の割合 
80.0％  

◆ 3.8 質の高い基礎的な保健サービスへのアクセスなどに

よるユニバーサル・ヘルス・カレッジ（ＵＨＣ）を達成する。 

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシッ

プを奨励・推進する。  
天草地域の医療体制

に満足している市民

の割合 

61.7％  
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施策計画Ⅲ  医療・介護保険制度の安定運営  

  

ＳＤＧｓとの関連   

市民が安心して制度を利用できるよう情報提供するとともに、医療費適正化や介護給付適正

化を進め、また、国民健康保険においては、収入確保による安定運営を、介護保険において

は、支援やサービスが必要な人に適切に提供されるよう適正運営に努めることで、『ゴール３．

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

国民健康保険保険者努力

支援制度における得点率  
72.0％  

◆ 3.8 質の高い基礎的な保健サービスへのアクセスな

どによるユニバーサル・ヘルス・カレッジ（ＵＨＣ）を

達成する。  

 要介護認定者の維持・改

善率 
60.0％  

 

 

 政策２３．地域支え合い活動の推進  

施策計画Ⅰ  
生 活課 題に 対する地 域支 援活

動の推進  
   

ＳＤＧｓとの関連   

地域住民、民生委員等が日頃から見守り活動や困り事に対する支援等に取り組み、地域住民等

の互助による地域支援活動を推進することで、『ゴール４．すべての人に包摂的かつ公正な質の

高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及

びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワ

ーク）を促進する』『ゴール１０．各国内及び各国間の不平等を是正する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

ボランティア活動等に

参加する意向のある市

民の割合 

70.8％  

◆ 4.4 雇用、働きがいのある人間らしい仕事及び起業に必

要な技術を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させる。  

◆ 8.3 雇用創出、起業、創造性などの開発重視型政策の推

進とともに、中小零細企業の設立や成長を奨励する。  

◆ 10.4 社会保障政策をはじめとする政策を導入し、平等

の拡大を漸進的に達成する。  

地域支援活動に参加し

たことのある市民の割

合  

50.0％  
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施策計画Ⅱ  地域貢献活動の推進  

 

ＳＤＧｓとの関連   

地域における生活課題解決のため、地域住民、ボランティア、社会福祉事業者、民間企業等が相

互に協力・連携を図りながら、地域貢献活動の推進に取り組むことで、『ゴール１７．持続可能な

開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

地域貢献活動に取

り組む事業所等数  
50 箇所  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを

奨励・推進する。  

 

 

 政策２４．包括的な支援体制の構築  

施策計画Ⅰ  相談体制の構築  

      

ＳＤＧｓとの関連   

様々な相談を丸ごと受け止める体制整備など、国が目指す地域共生社会の実現に向けた包括的な

支援体制の構築に取り組むことで、『ゴール３．あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確

保し、福祉を促進する』『ゴール４．すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯

学習の機会を促進する』『ゴール５．ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化

を行う』『ゴール１６．持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司

法のアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築す

る』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを

活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

困ったときに、地域

に相談できる人や

場所があると感じ

る市民の割合  

56.9％  

ゴール 3 に関連 

◆ 4.2 全ての子供が男女の区別なく、初等教育を受ける準備が

整うようにする。  

◆ 5.2 全ての女性及び女児に対するあらゆる形態の暴力を排除

する。 

◆ 16.1 全ての形態の暴力及び暴力に関連する死亡率を大幅に

減少させる。  

◆ 16.2 子供に対する虐待の他、あらゆる形態の  

暴力及び拷問を撲滅する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを

奨励・推進する。  
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施策計画Ⅱ  高齢者等福祉サービスの充実  

   

ＳＤＧｓとの関連   

身体的、経済的及び環境的な課題を抱えた高齢者等が自立した生活を送ることができるよう、

住まいや生活支援などを包括的かつ継続的に支援するサービス提供体制の構築に取り組むこ

とで、『ゴール３．あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する』『ゴ

ール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する』

『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを

活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

高齢者福祉施策につ

いて満足していると

感じる市民の割合  

56.2％  

ゴール 3 に関連 

ゴール 11 に関連 

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシッ

プを奨励・推進する。  
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 政策２５．障がい者（児）の社会参加の促進  

施策計画Ⅰ  
障がい者（児）の社会参加のた

めの支援の充実  

    

   

ＳＤＧｓとの関連   

障がい者（児）に対して、必要な時に必要なサービスを自らの意思決定のもと利用できる体制を

整備するとともに、障がい児が地域の子どもたちと共に育つことができるよう関係する部署と連

携を図り、支援することで、『ゴール１．あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる』『ゴ

ール３．あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する』『ゴール４．す

べての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール８．包

摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間ら

しい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』『ゴール１０．各国内及び各国間の不平等を是正

する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップ

を活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

障がい福祉サー

ビスが充実して

いると感じる市

民の割合 

48.1% 

◆ 1.4 全ての男性及び女性が基礎的サービスへのアクセス、適

切な新技術等に加え、経済的資源についても平等な権利をもつこ

とができるように確保する。  

◆ 3.4 非感染性疾患による若年死亡率を３分の１減少させ、精

神保健及び福祉を促進する。 

◆ 4.2 全ての子供が男女の区別なく、初等教育を受ける準備が

整うようにする。  

◆ 4.4 雇用、働きがいのある人間らしい仕事及び起業に必要な

技術を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させる。  

◆ 4.5 脆弱層があらゆるレベルの教育や職業訓練に平等にアク

セスできるようにする。  

◆ 8.5 全ての男性及び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働き

がいのある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成す

る。 

◆ 8.6 就労、就学及び職業訓練のいずれも行っていない若者の

割合を大幅に減らす。  

◆ 10.2 全ての人々の能力強化及び社会的、経済的及び政治的な

包含を促進する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを

奨励・推進する。  

障がい福祉サー

ビス利用者数  

1,370 人 /

月  

障がい児通所支

援事業利用者数  
270 人 /月 
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施策計画Ⅱ  
障がい者（児）を支え合う地域づ

くりの推進  
 

ＳＤＧｓとの関連   

障がい者（児）を支え合う地域づくりのためには、地域住民の障がい者（児）に対する理解

する必要があり、障がい者（児）と地域住民が、直接触れ合う機会を増やす取り組みを推進

することで、『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パー

トナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

理解促進研修・啓発事業

の参加者数 
1,600 人  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナ

ーシップを奨励・推進する。  

 

 

 政策２６．子育て支援体制の充実  

施策計画Ⅰ  
地 域 で 支 え る 子 育

て支援の推進  
    

ＳＤＧｓとの関連   

全ての子どもと子育て世代を地域住民や社会福祉事業者など、市民との協働により社会を支

えていく取り組みを推進することで、『ゴール１．あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終

わらせる』『ゴール３．あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進

する』『ゴール４．すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会

を促進する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パー

トナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

子育てを支援する活動

に参加したことのある

市民の割合 

15.0% 

◆ 1.2 あらゆる次元の貧困状態にある、全ての年齢

の男性、女性、子供の割合を半減させる。  

◆ 3.1 世界の妊産婦の死亡率を出生 10 万人当り 70

人未満に削減する。  

◆ 3.2 新生児及び 5 歳未満児の予防可能な死亡を根

絶する。 

◆ 4.2 全ての子供が男女の区別なく、初等教育を受

ける準備が整うようにする。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナ

ーシップを奨励・推進する。  
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施策計画Ⅱ  
妊娠から子育てまで切れ

目ない支援体制の整備  

   

   

ＳＤＧｓとの関連   

妊娠、出産、育児に関する不安や悩みを解消する取組みや、子育てに係る負担軽減の取組み

により安心して妊娠、出産、子育てができる環境整備を図ることで、『ゴール１．あらゆる

場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる』『ゴール３．あらゆる年齢のすべての人々の健康

的な生活を確保し、福祉を促進する』『ゴール４．すべての人に包摂的かつ公正な質の高い

教育を確保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール５．ジェンダー平等を達成し、すべて

の女性及び女児の能力強化を行う』『ゴール１６．持続可能な開発のための平和で包摂的な

社会を促進し、すべての人々に司法のアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で

説明責任のある包摂的な制度を構築する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段

を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

子育て支援サービス等が

利用しやすいと感じる市

民の割合 

42.3% 

◆ 1.2 あらゆる次元の貧困状態にある、全ての年齢

の男性、女性、子供の割合を半減させる。 3.1 

世界の妊産婦の死亡率を出生 10 万人当り 70 人未満に

削減する。  

◆ 3.2 新生児及び 5 歳未満児の予防可能な死亡を根

絶する。 

◆ 3.8 質の高い基礎的な保健サービスへのアクセス

などによるユニバーサル・ヘルス・カレッジ（ＵＨＣ）

を達成する。  

◆ 4.2 全ての子供が男女の区別なく、初等教育を受

ける準備が整うようにする。  

◆ 5.2 全ての女性及び女児に対するあらゆる形態の

暴力を排除する。  

◆ 16.2 子供に対する虐待の他、あらゆる形態の  

暴力及び拷問を撲滅する  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナ

ーシップを奨励・推進する。  
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 生活環境・防犯防災部門【経営方針】環境と共生した安心・安全なま

ちづくり  

政策番号  政  策  名  

政策２７  自然環境の保全と低炭素社会の実現  

政策２８  快適な生活環境の充実  

政策２９  災害に強いまちの形成  

政策３０  消防・救助・救急体制の整備  

政策３１  防犯対策・交通安全の推進  

政策３２  消費生活の支援  

 

◆生活環境・防犯防災部門の政策からつながるＳＤＧｓのゴール  

ＳＤＧｓゴール 内    容 

 

3.すべてのひとに健康と福祉を  

あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉

を促進する。  

 

6.安全な水とトイレを世界中に  

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確

保する。  

 

7.エネルギーをみんなにそしてクリーンに  

すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネ

ルギーへのアクセスを確保する。  

 

9.産業と技術革新の基盤をつくろう  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能

な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る。  

 

11.住み続けられるまちづくりを  

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及

び人間居住を実現する。  

 

12.つくる責任つかう責任  

持続可能な生産消費形態を確保する。  

 

13.気候変動に具体的な対策を  

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。  

 

14.海の豊かさを守ろう  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能

な形で利用する。  

 

15.陸の豊かさも守ろう  

陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能

な森林の経営、砂漠化への対処ならびに土地の劣化の阻止・

回復及び生物多様性の損失を阻止する。  
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16.平和と公正をすべての人に  

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべ

ての人々に司法のアクセスを提供し、あらゆるレベルにおい

て効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する。  

 

17.パートナーシップで目標を達成しよう  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パ

ートナーシップを活性化する。  
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 政策２７．自然環境の保全と低炭素社会の実現  

施策計画Ⅰ  
自然環境保全

活動の推進  
     

ＳＤＧｓとの関連   

自然環境ボランティア活動を推進し、自然環境の保全を図るとともに、各種団体等と連携を図

り、市民等が主体的に実施する環境美化活動を推進することで、『ゴール３．あらゆる年齢の

すべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する』『ゴール１３．気候変動及びその影

響を軽減するための緊急対策を講じる』『ゴール１４．持続可能な開発のために海洋・海洋資

源を保全し、持続可能な形で利用する』『ゴール１５．陸域生態系の保護、回復、持続可能な

利用の推進、持続可能な森林の経営、砂漠化への対処ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生

物多様性の損失を阻止する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グロ

ーバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

環境保全活動を行っ

ている市民の数 

21,000 人

/年  

◆ 3.9 有害化学物質及び大気等の汚染による死亡及び疾

病の件数を大幅に減少させる。  

◆ 13.3 気候変動の緩和等に関する教育、啓発、人的能力

及び制度機能を改善する。  

◆ 14.1 海洋ごみや陸上活動における汚染など、海洋汚染

を防止、削減する。  

◆ 15.8 外来種による陸域・海洋生態系への影響を大幅に

減少させるための対策を導入する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシ

ップを奨励・推進する。  

 

施策計画Ⅱ  
温室効果ガス排出の少

ない低炭素社会の実現  
   

ＳＤＧｓとの関連   

再生可能エネルギーの普及により、環境にやさしいまちづくりを進めるとともに、省エネル

ギーの取り組み事例や対策例、効果などの情報を提供し、温暖化対策を推進することで、『ゴ

ール７．すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアクセスを

確保する』『ゴール１２．持続可能な生産消費形態を確保する』『ゴール１７．持続可能な開

発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

太陽光発電施設によ

る発電出力 

52,943 

kＷ  

◆ 7.2 再生可能エネルギーの割合を大幅に拡大させる。 

◆ 12.5 廃棄物の発生を大幅に削減する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシ

ップを奨励・推進する。  

蓄電システム容量（天

草市補助利用分）  

1,886 

kＷ h 
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 政策２８．快適な生活環境の充実  

施策計画Ⅰ  生活環境の充実  
 

   

ＳＤＧｓとの関連   

公害の未然防止を目的とした適正な指導を継続して行い、化学物質の削減や適正管理を推進

するとともに、市民と行政が一体となった地域美化活動を推進することで、『ゴール６．す

べての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する』『ゴール１１．包摂的で

安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１２．持続可能な生産消

費形態を確保する』『ゴール１４．持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続

可能な形で利用する。』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバ

ル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

生活環境に

関する苦情

件数 

190 件 /年 

◆ 6.3 汚染の減少、有害な化学物・物質の放出の最小化や未

処理廃水の割合半減及び再生利用等により水質を改善する。  

◆ 11.6 都市 1 人当たりの環境上の悪影響を軽減する。  

◆ 12.4 化学物質や廃棄物の大気、水、土への放出を削減する。 

◆ 12.5 廃棄物の発生を大幅に削減する。  

◆ 14.1 海洋ごみや陸上活動における汚染など、海洋汚染を防

止、削減する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  
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施策計画Ⅱ  
ごみ減量化・資源化の推

進と循環型社会の実現  
    

ＳＤＧｓとの関連   

３Ｒを基本とする環境学習を通じた啓発活動に努め、更なるごみの減量化・資源化を図ること

で、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール

１２．持続可能な生産消費形態を確保する』『ゴール１４．持続可能な開発のために海洋・海洋

資源を保全し、持続可能な形で利用する。』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を

強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

資源化率 28.0％  

◆ 11.6 都市 1 人当たりの環境上の悪影響を軽減する。  

◆ 12.4 科学物質や廃棄物の大気、水、土への放出を削減

する。 

◆ 12.5 廃棄物の発生を大幅に削減する。  

◆ 14.1 海洋汚染を防止、削減する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシッ

プを奨励・推進する。  

 

 

 政策２９．災害に強いまちの形成  

施策計画Ⅰ  
地域ぐるみの防災活動

の推進  
   

ＳＤＧｓとの関連   

防災行政無線の効果的な運用を図り、自主防災未組織の地域に対する防災リーダーの育成と組

織化や地域住民総参加の防災活動を推進するとともに、河川・海岸・道路などの機能保全に努

め、災害防止を図ることで、『ゴール９．強靭なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の

促進及びイノベーションの推進を図る』『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）

で持続可能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を

強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

災害等に強いまちづ

くりが進んでいると

感じる市民の割合  

55.2％  

◆ 9.1 質の高い、信頼でき、持続可能かつ強靭（レジリエ

ント）なインフラを開発する。  

◆ 11.5 水関連災害などの災害による死者や被災者数を大

幅に削減し、直接的経済損失を大幅に減らす。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシッ

プを奨励・推進する。  
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施策計画Ⅱ  災害時の支援体制の充実  

  

ＳＤＧｓとの関連   

災害時応援協定の締結団体との連携強化、民間事業者を含めた各種防災関係機関等と災害時

の応援協定をさらに充実させるとともに、天草市地域防災計画の適宜見直しを行うほか、災

害復旧活動の円滑な実施や非常時の行政サービスの早期復旧を図るため、訓練を通して業務

継続計画（ＢＣＰ）の定期的な見直しを行うことで、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭

（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開

発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

災害時応援協定数  35 件  

◆ 11.5 水関連災害などの災害による死者や被災者数を大幅

に削減し、直接的経済損失を大幅に減らす。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  

 

 

 政策３０．消防・救助・救急体制の整備  

施策計画Ⅰ  消防・救助・救急体制の充実  

  

ＳＤＧｓとの関連   

人口が減少する中で、消防団員が活動しやすい環境の整備、団員の確保に努めるとともに、消

防団を地域全体で応援する仕組みを充実させるほか、初期消火で必要な消防水利も計画的に整

備を進めることで、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市

及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グロー

バル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

消防・救急活動等に

安全・安心を感じて

いる市民の割合  

78.4％  

◆ 11.5 水関連災害などの災害による死者や被災者数を大幅

に削減し、直接的経済損失を大幅に減らす。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  
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 政策３１．防犯対策・交通安全の推進  

施策計画Ⅰ  防犯対策の推進  

   

ＳＤＧｓとの関連   

防犯協会と連携し自主防犯組織への支援を行うとともに、関係機関との連携を強化し、犯罪

の未然防止に努め、防犯カメラの普及促進及び防犯情報の発信と啓発活動に努めることで

『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実

現する』『ゴール１６．持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々

に司法のアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度

を構築する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パー

トナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

犯罪認知件数  159 件 /年 

◆ 11.1 全ての人々の適切、安全かつ安価な住宅及び基本的サ

ービスへのアクセスを確保する。  

◆ 16.1 全ての形態の暴力及び暴力に関連する死亡率を大幅

に減少させる。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  

 

施策計画Ⅱ  安全な交通環境の充実  

  

ＳＤＧｓとの関連   

交通事故を防止するため、交通安全教育や住民の交通安全パトロール活動を推進するととも

に、夜間事故の防止及び歩行者や通行車両の安全確保のため、反射材の活用等の普及並びに

交通安全施設の適正な整備を行い交通環境の充実を図ることで、『ゴール３．あらゆる年齢

のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する』『ゴール１１．包摂的で安全か

つ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

交通事故発生

件数 
84 件  

◆ 3.6 世界の道路交通事故による死傷者を半減させる。  

◆ 11.2 交通の安全性改善により、全ての人々に持続可能な輸

送システムへのアクセスを提供する。  
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施策計画Ⅲ  
防犯・交通安全の総合

的な政策の推進  
    

ＳＤＧｓとの関連   

防犯対策・交通安全対策の推進について、様々な諸問題を迅速に対応していくため、関連す

る協議会等の整理・統合化を図り、総合的な政策を推進することで、『ゴール３．あらゆる年

齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を促進する』『ゴール１１．包摂的で安全か

つ強靭で持続可能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１６．持続可能な開発のための平

和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法のアクセスを提供し、あらゆるレベルにお

いて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する』『ゴール１７．持続可能な開発のため

の実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

犯罪や交通事故に

あわないように意

識した行動をとっ

ている市民の割合  

93.1％  

◆ 3.6 世界の道路交通事故による死傷者を半減させる。  

◆ 11.1 全ての人々の、適切、安全かつ安価な住宅及び基本

的サービスへのアクセスを確保する。  

◆ 16.1 全ての形態の暴力及び暴力に関連する死亡率を大幅

に減少する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  

 

 

 政策３２．消費生活の支援  

施策計画Ⅰ  消費者保護対策の推進  

  

ＳＤＧｓとの関連   

悪質巧妙化する消費者被害の未然防止と救済に向け、関係機関と情報の共有化を図り、啓発

活動及び相談受付や助言を行うとともに、生活困窮化（多重債務者）においては、庁内及び

関係機関と連携して支援体制のさらなる充実を図ることで『ゴール１６．持続可能な開発の

ための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法のアクセスを提供し、あらゆるレ

ベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する』『ゴール１７．持続可能な

開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

相談件数 584 件 /年 

◆ 16.4 違法な資金などの取引を大幅に減少させ、奪われた財

産の回復及び返還を強化する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  
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 都市基盤整備部門【経営方針】暮らしやすい機能的なまちづくり  

政策番号  政 策 名 

政策３３  良好なまちなみの形成  

政策３４  住環境の整備  

政策３５  上下水道の整備  

政策３６  機能的な交通基盤の整備  

 政策３７  情報化の推進  

 

◆都市基盤整備部門の政策からつながるＳＤＧｓのゴール  

ＳＤＧｓゴール 内    容 

 

6.安全な水とトイレを世界中に  

すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確

保する。  

 

9.産業と技術革新の基盤をつくろう  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能

な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る。  

 

11.住み続けられるまちづくりを  

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及

び人間居住を実現する。  

 

13.気象変動に具体的な対策を  

気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じ

る。  

 

14.海の豊かさを守ろう  

持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可

能な形で利用する。  

 

17.パートナーシップで目標を達成しよう  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パ

ートナーシップを活性化する。  
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 政策３３．良好なまちなみの形成  

施策計画Ⅰ  まちなみの形成  

  

ＳＤＧｓとの関連   

都市計画道路の効果的な整備並びに土地利用の規制等により、良好な地域景観の形成や住民

意識の高揚を図るとともに、公園施設の改築・更新により安全性や利便性の向上に努め、地

域との協働による施設の維持管理に取り組むことで、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レ

ジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開発のた

めの実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

良好なまちなみ景

観が形成されてい

ると感じている市

民の割合 

66.1％  

◆ 11.3 包摂的かつ持続可能な都市化を促進し、全ての国々

の参加型、包摂的かつ持続可能な人間居住計画・管理の能力

を強化する。  

◆ 11.7 女性、子供、高齢者及び障害者を含め、人々に安全

で包摂的かつ利用が容易な緑地や公共スペースへの普遍的ア

クセスを提供する。  

◆ 11.a 都市部、都市周辺部及び農村部間の良好なつながり

を支援する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  

 

 

 政策３４．住環境の整備  

施策計画Ⅰ  公営住宅の機能更新  

 

ＳＤＧｓとの関連   

安心で安全な公営住宅を提供するため、天草市公営住宅等長寿命化計画に基づき、長寿命化、

安全性の確保、居住性向上のための改修事業を実施するとともに、老朽化等が著しい住宅に

ついては、建替え、用途廃止の推進を図ることで、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レ

ジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

市営住宅改修等

進捗率 
100％  

◆ 11.1 全ての人々の適切、安全かつ安価な住宅及び基本的サ

ービスへのアクセスを確保する。  
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施策計画Ⅱ  
既存建築物の安全・安心化の

推進  
   

ＳＤＧｓとの関連   

地震に強いまちづくりを推進するため、ハザードマップを活用した周知に努め、耐震性が不明

である戸建て木造住宅の耐震化を図るとともに、ユニバーサルデザイン化を図るため、助成制

度の活動を推進することで、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可

能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１３．気候変動及びその影響を軽減するための緊

急対策を講じる』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パ

ートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

自宅が地震に耐えうる状態になっ

ていると思う市民の割合  
54.0％  

◆ 11.5 災害による死者や被災者数を大幅に

削減する。  

◆ 13.1 気候関連災害や自然災害に対する強

靭性（レジリエンス）及び適応の能力を強化す

る。 

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパ

ートナーシップを奨励・推進する。  

誰もが安心して病院やショッピン

グセンターなどを利用できている

と思う市民の割合  

69.7％  

 

施策計画Ⅲ  空家等対策の推進  

  

ＳＤＧｓとの関連   

周辺住民の生活環境に影響を及ぼす空家等については、空家等対策の推進に関する特別措置法

による指導や本市補助金を活用した計画的な解体・除去の促進を図ることで、『ゴール１１．包

摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開発

のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

老朽危険家屋の指導実績割合  100％  
ゴール 11 に関連 

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパー

トナーシップを奨励・推進する。  老朽危険家屋等補助金を利用

した解体件数（累計）  
360 件 
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 政策３５．上下水道の整備  

施策計画Ⅰ  暮らしを守る水道の整備  

   

ＳＤＧｓとの関連   

老朽管の計画的な布設替えにより有収率の向上を図るとともに、水道による給水が困難な地域にお

いては、補助事業により暮らしの水を確保し、また、老朽施設の更新を耐震化し、災害に強いイン

フラ整備を進めることで『ゴール６．すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確

保する』『ゴール１３．気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる』『ゴール１７．

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につな

がる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

有収率 88.0％  

◆ 6.1 全ての人々の、安全で安価な飲料水の普遍的かつ衡平なアク

セスを達成する。  

◆ 13.1 気候関連災害や自然災害に対する強靭性（レジリエンス）

及び適応の能力を強化する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨

励・推進する。  

 

施策計画Ⅱ  
生活排水処理施設

の整備・更新  
     

ＳＤＧｓとの関連   

老朽化した施設の適正な改築更新により、汚水処理及び雨水排除の機能保全と充実を図るととも

に、汚水処理普及率の向上を図ることで、『ゴール６．すべての人々の水と衛生の利用可能性と持

続可能な管理を確保する』『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都

市及び人間居住を実現する』『ゴール１３．気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講

じる』『ゴール１４．持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する』

『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性

化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

汚水処理人口

（普及率） 
74.1％  

◆6.2 市民等の適切な下水施設へのアクセスを達成する。 

◆6.3 未処理の排水の割合半減及び再生利用を増加させることにより、水質

を改善する。 

◆11.5 豪雨等による浸水被害を防止し、人的被害及び経済的損失を減らす。 

◆13.1 気候関連災害や自然災害に対応する能力を強化する。 

◆ 14.1 生活排水等による海洋汚染を防止、削減する。  

◆ 13.1 気候関連災害や自然災害に対する強靭性（レジリエンス）

及び適応の能力を強化する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨

励・推進する。  
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 政策３６．機能的な交通基盤の整備  

施策計画Ⅰ  陸上交通基盤の充実  

   

ＳＤＧｓとの関連   

熊本県との協力体制の強化を図り、また、生活拠点間主要道路の整備を促進し、生活圏内の

円滑な移動を実現するとともに、老朽化が進む施設の長寿命化対策を計画的に行い、安心安

全な利用を継続させることで『ゴール９．強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的か

つ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの促進を図る』『ゴール１１．包摂的で安全

かつ強靭で持続可能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開発のため

の実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

生活拠点間を結

ぶ道路が充実し

ていると感じる

市民の割合 

61.0％  

◆ 9.1 全ての人々に安価で公平なアクセスに重点を置いた

経済発展と人間の福祉を支援するために、地域・越境インフ

ラを含む質の高い、信頼でき、持続可能かつ強靱（レジリエ

ント）なインフラを開発する。  

◆ 11.7 人々に安全で包摂的かつ利用が容易な緑地や公共ス

ペースへの普遍的アクセスを提供する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  

 

施策計画Ⅱ  
第二瀬戸大橋を含む本渡道

路の早期完成  
   

ＳＤＧｓとの関連   

本渡道路の早期完了を図るため、熊本県との協力体制を強化するとともに、開通を見据え、

本渡港周辺環境整備構想を推進することで、『ゴール９．強靭（レジリエント）なインフラ

構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの促進を図る』『ゴール１１．

包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能

な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につなが

る。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

本渡道路事

業進捗率 
100％  

◆ 9.1 全ての人々に安価で公平なアクセスに重点を置いた経

済発展と人間の福祉を支援するために、地域インフラを含む質

の高い、信頼でき、持続可能かつ強靱なインフラを開発する。 

◆ 11.7 人々に安全で包摂的かつ利用が容易な緑地や公共ス

ペースへの普遍的アクセスを提供する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  
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施策計画Ⅲ  
地域に密着した生活道路等の整

備改修  
 

ＳＤＧｓとの関連   

市内各地域における日常最も利用する生活道路等について、講ずべき課題を的確に捉え、排水

施設、舗装、交通安全施設などを整備改修し、安全性・利便性を向上させることで、『ゴール

１１．包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居住を実現する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

地域内の道路が安全に利用で

きていると感じる市民の割合  
50.0％  

◆ 11.1 全ての人々の、適切、安全かつ安価な住

宅及び基本的サービスへのアクセスを確保する。  

  
 

施策計画Ⅳ  港湾施設の充実  

  

ＳＤＧｓとの関連   

港湾施設長寿命化計画及び海岸保全施設長寿命化計画を策定し、予防保全的な維持管理を行

い、船舶の停泊、旅客の乗降、貨物の荷役等の作業が安心・安全に行える施設として、また背

後地の防護機能確保のため、整備・補修を行うことで、『ゴール９．強靭なインフラ構築、包

摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーションの促進を図る』『ゴール１１．包摂的で

安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間居住を実現する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

港湾施設が機能

を保持している

割合 

100％  

◆ 9.1 全ての人々に安価で公平なアクセスに重点を置いた経

済発展と人間の福祉を支援するために、地域・越境インフラを

含む質の高い、信頼でき、持続可能かつ強靱（レジリエント）

なインフラを開発する。 

◆ 11.1 全ての人々の、適切、安全かつ安価な住宅及び基本的

サービスへのアクセスを確保する。  
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 政策３７．情報化の推進  

施策計画Ⅰ  
情報化社会における安心・安全

なまちづくりの推進  
   

ＳＤＧｓとの関連   

安心・安全で快適なまちづくりに向け、地域情報化の充実に向けた利活用を図るとともに、シ

ステム安定運用のため機器の保守・更新を定期的に進めます。また、市民の情報交流ツール「天

草Ｗｅｂの駅」の利用促進、天草市コミュニティＦＭ「みつばちラジオ」を活かした情報発信

強化に努めることで、『ゴール９．強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可

能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る』『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レ

ジリエント）で持続可能な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開発のた

めの実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

「天草 Web の駅」

会員登録数 
30,000 人 

◆ 9.c 情報通信技術へのアクセスを大幅に向上させ、普遍的

かつ安価なインターネットアクセスを提供できるよう図る。  

◆ 11.5 災害による死者や被災者数を大幅に削減する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップ

を奨励・推進する。  

みつばちラジオ

を聴いている市

民の割合 

50.0％  

 

施策計画Ⅱ  
情報化社会における基盤の強

化並びに利活用の推進  
  

ＳＤＧｓとの関連   

高度化及び多様化する社会情勢において、市民が必要とする情報を容易に得られるよう、地

域間の通信環境格差解消を進め、利便性が高く機能的な情報通信基盤の拡充を図ることで、

『ゴール９．強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及

びイノベーションの推進を図る』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

利用事業者数

（累計） 
50 件  

◆ 9.c 情報通信技術へのアクセスを大幅に向上させ、普遍的

かつ安価なインターネットアクセスを提供できるよう図る。  
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 総務・企画部門【経営方針】持続可能な行政経営ができるまちづくり  

政策番号  政 策 名 

政策３８  財政基盤の強化  

政策３９  
ファシリティマネジメントの推進による適正配置と

財政支出の削減  

政策４０  組織力・職員力の強化  

政策４１  行政サービスの質の向上  

政策４２  窓口サービスの充実  

 政策４３  行政経営システムの改善  

 

◆総務・企画部門の政策からつながるＳＤＧｓのゴール  

ＳＤＧｓゴール 内    容 

 

4.質の高い教育をみんなに  

すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学

習の機会を促進する。  

 

5.ジェンダー平等を実現しよう  

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を

行う。  

 

8.働きがいも経済成長も  

包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ

生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセン

ト・ワーク）を促進する。  

 

9.産業と技術革新の基盤をつくろう  

強靭（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な

産業化の促進及びイノベーションの推進を図る。  

 

10.人や国の不平等をなくそう  

各国内及び各国間の不平等を是正する。  

 

11.住み続けられるまちづくりを  

包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能な都市及び

人間居住を実現する。  

 

16.平和と公正をすべての人に  

持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべて

の人々に司法のアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効

果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する。  

 

17.パートナーシップで目標を達成しよう  

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パー

トナーシップを活性化する。  
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 政策３８．財政基盤の強化  

施策計画Ⅰ  財政運営の健全化  

 

ＳＤＧｓとの関連   

厳しい財政状況の中で、「天草市行財政経営改革大綱」により、健全で持続可能な行財政運

営を確保するとともに、次世代への負担を軽減し、未来に向けた必要な投資を進め、また、

第三セクターの経営健全化の推進に取り組むことで、『ゴール１７．持続可能な開発のため

の実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

市債残高（普通

会計） 

51,693 百 万

円  

◆ 17.14 持続可能な開発のための政策の一貫性を強化す

る。 

 

施策計画Ⅱ  
アウトソーシングによるサー

ビスの維持と財政支出の削減  
 

ＳＤＧｓとの関連   

歳出改革の一つとして「多様な行政事務の外部委託等の推進」が打ち出されており、これま

で取り組みが進んでいない、専門性が高いが定型的業務について、アウトソーシングを計画

的に推進し、サービスの維持と財政支出の削減に取り組むことで、『ゴール１７．持続可能

な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につなが

る。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

アウトソーシング実

行計画の達成割合  
100％  

◆ 17.14 持続可能な開発のための政策の一貫性を強化する。 
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 政策３９．ファシリティマネジメントの推進による適正配置と財政支出

の削減   

施策計画Ⅰ  
行政財産のファシリティマネ

ジメントに基づく管理運営  
 

ＳＤＧｓとの関連   

市民サービスの向上と行政改革の観点から、本市が所有する財産の有効活用、民間活力の活用及

び管理経費の最小化を図るため、ファシリティマネジメントの考え方に基づいた管理運営を行う

ことで、『ゴール１６．持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に

司法のアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築

する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

年次別財政計画の投資的経費（普通

建設事業分）と公共施設等の修繕・

更新・取壊し等に係る経費（見込み）

の乖離金額の削減  

12 億円  

◆ 16.6 あらゆるレベルにおいて、有効で説

明責任のある透明性の高い公共機関を発展

させる。 

 

施策計画Ⅱ  
普通財産の売却・有効活用の

推進  
 

ＳＤＧｓとの関連   

普通財産の有効活用を図るため、行政財産から普通財産に移管した財産の管理・処分方法等

に一定の基準を設け、その基準に従い、市民や民間企業等の利活用の促進を図っていくこと

で、『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシ

ップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

普通財産売却額  30,000 千円 
◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシ

ップを奨励・推進する。 

 

  



- 66 - 

 

 

 政策４０．組織力・職員力の強化  

施策計画Ⅰ  組織の効率化・活性化  

  

ＳＤＧｓとの関連   

市民ニーズや新たな行政課題に的確かつ迅速に対応するため、横断的・弾力的な連携を推進し、

社会情勢に応じた行政組織の見直しを継続的に行うとともに、市民目線に立った分かりやすく

利便性の高い、スリムで機動的・効果的な組織体制の確立を図ることで、『ゴール５．ジェン

ダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う』『ゴール１０．各国内及び各国

間の不平等を是正する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値） 該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

行政内の連携が

できていると感

じる市民の割合  

73.5％  

◆ 5.1 あらゆる場所における全ての女性及び女児に対するあ

らゆる形態の差別を撤廃する。  

◆ 5.4 公共のサービス、インフラ及び社会保障政策の提供、並

びに各国の状況に応じた世帯・家族内における責任分担を通じ

て、無報酬の育児・介護や家事労働を認識・評価する。  

◆ 10.2 年齢、性別、障害、人種、民族、出自、宗教、あるい

は経済的地位その他の状況に関わりなく、全ての人々の能力強

化及び社会的、経済的及び政治的な包含を促進する。 

 

施策計画Ⅱ  人員管理の適正化  

 

ＳＤＧｓとの関連   

必要な行政サービスを維持するため、専門職を含めた人員の確保と適正な人員配置に努める

とともに、アウトソーシングの積極的な推進や再任用職員等の有効活用を図り適正な定員管

理に努めることで、『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・

パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

職員数 

（病院等事業会計を除く） 
759 人 

◆ 17.14 持続可能な開発のための政策の一貫性を

強化する。  
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施策計画Ⅲ  職員資質の向上  

  

ＳＤＧｓとの関連   

より質の高い行政サービスを提供するため、専門的な能力や知識を備えた職員を育成すると

ともに、職員一人ひとりの意識改革・能力開発を推進し、市民目線で問題意識や責任感を持

ち、新たな課題にも積極的に挑戦し対応できる職員を育成することで、『ゴール４．すべて

の人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール５．

ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能力強化を行う』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

専門研修で学んだことを実践

していると感じる職員の割合  
80.0％  

◆ 4.4 技術的・職業的スキルなど、雇用、働き

がいのある人間らしい仕事及び起業に必要な技

能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加させ

る。 

◆ 5.5 政治、経済、公共分野でのあらゆるレベ

ルの意思決定において、完全かつ効果的な女性の

参画及び平等なリーダーシップの機会を確保す

る。 

 

施策計画Ⅳ  働き方改革の推進  

 

ＳＤＧｓとの関連   

時間外勤務の縮減や休暇取得を促進し、多様で柔軟な働き方を可能とすることにより、職員

のワーク・ライフ・バランスを実現し、職員の能力を最大限発揮できる職場環境の整備に努

めることで、『ゴール８．包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産

的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する』につなが

る。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

年次有給休暇の年間平均取得

日数 
10.0 日  

◆ 8.5 全ての男性及び女性が、完全かつ生産的

な雇用及び働きがいのある人間らしい仕事など

を達成する。  ノー残業デーの徹底が実施で

きていると感じる職員の割合  
80.0％  

働きがいがあると感じる職員

の割合 
80.0％  
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 政策４１．行政サービスの質の向上  

施策計画Ⅰ  
透明性ある情報提供による市民

との情報共有  
  

ＳＤＧｓとの関連   

行政が持っている様々な情報を市民が利用しやすく分かりやすい方法や媒体により正確な情

報発信に努めることで情報の共有化を進め、また、市民の意見を受け入れる体制を整備するこ

とで、意見や要望などを把握し、市政に反映させることで『ゴール１６．持続可能な開発のた

めの平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法のアクセスを提供し、あらゆるレベル

において効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する』『ゴール１７．持続可能な開発の

ための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

市政情報がわかりやすく

提供されていると感じる

市民の割合 

61.9％  

◆ 16.6 あらゆるレベルにおいて、有効で説明責任のある

透明性の高い公共機関を発展させる。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシ

ップを奨励・推進する。  

 

施策計画Ⅱ  業務改善の推進  

 

ＳＤＧｓとの関連   

行政サービスの質の向上につながる業務の改革・改善に取り組むとともに、地域団体、市民活

動団体及び企業等と連携し、地域の課題解決に取り組むことができる環境づくりを推進するこ

とで、『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシ

ップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

各部（局）・支所で掲げた

業務改善目標の達成割合  
100％  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシ

ップを奨励・推進する。  
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施策計画Ⅲ  電子自治体の推進  

  

ＳＤＧｓとの関連   

情報化による電子手続きのシステム化、マイナンバー制度の整備及び総合窓口の構築によ

り、行政運営の効率化及び市民の利便性の向上を図るとともに、業務プロセスの見直しとＩ

ＣＴ（ＲＰＡ、ＡＩ等）を活用し、業務効率の向上を図るほか、市が所有するデータを市民

等が利活用しやすい形で公開するオープンデータ化の推進を図ることで、『ゴール９．強靭

（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促進及びイノベーション

の推進を図る』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パ

ートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

電子手続きができ

る届出・手続き数  
35 件  

◆ 9.c 情報通信技術へのアクセスを大幅に向上させる。  

◆ 17.8 情報通信技術（ＩＣＴ）をはじめとする実現技術の

利用を強化する。  

 

 

 政策４２．窓口サービスの充実  

施策計画Ⅰ  
便利で、わかりやすく、迅速な

サービスの提供  
  

ＳＤＧｓとの関連   

日常業務の見直しを進めるとともに、接遇や執務環境等の向上を図るほか、本庁では総合案内

所の充実及び「総合窓口」設置に伴うワンストップサービスの評価検証を進め、窓口サービス

の充実に取り組むことで、『ゴール１１．包摂的で安全かつ強靭（レジリエント）で持続可能

な都市及び人間居住を実現する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、

グローバル・パートナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

用件が済むまでの時間に満足

している市民の割合  
80.0％  

◆ 11.3 参加型、包摂的かつ持続可能な人間居住

計画・管理の能力を強化する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパート

ナーシップを奨励・推進する。  

庁舎内の案内表示や待合場所

に満足している市民の割合  
75.0％  
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 政策４３．行政経営システムの改善  

施策計画Ⅰ  
行政システムの ト ータルシス

テム化  
 

ＳＤＧｓとの関連   

総合計画を核とした自治体経営のトータル・システム化を更に推進し、「経営的な視点を取り

入れた経営改革」を展開するとともに、ＳＤＧｓの達成に向けた観点を取り入れ、限られた経

営資源を有効に活用して、行政サービスの効率的・効果的な提供を目指すことで『ゴール１７．

持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する』に

つながる。 

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

総合計画の政策の目標値を達

成している成果指標の割合  
100％  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパート

ナーシップを奨励・推進する。  

事務事業数 700 本 

 

施策計画Ⅱ  
行政運営への市民参画

の推進  
    

ＳＤＧｓとの関連   

政策等の立案、実施及び評価の各段階へ市民の参画を促し共通認識の醸成を図るとともに、市

民との協働によるまちづくりを推進することで『ゴール４．すべての人に包摂的かつ公正な質

の高い教育を確保し、生涯学習の機会を促進する』『ゴール１０．各国内及び各国間の不平等

を是正する』『ゴール１６．持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての

人々に司法のアクセスを提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制

度を構築する』『ゴール１７．持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パー

トナーシップを活性化する』につながる。  

成果指標（Ｒ 4 年度目標値）  該当するＳＤＧｓ（ターゲット）の概要  

市政に積極的に提案、

参画する機会がある

と感じる市民の割合  

35.3％  

◆ 4.7 全ての学習者が、持続可能な開発を促進するために

必要な知識及び技能を習得できるようにする。  

◆ 10.2 全ての人々の能力強化及び社会的、経済的及び政

治的な包含を促進する。  

◆ 16.1 あらゆる場所において、全ての形態の暴力及び暴

力に関連する死亡率を大幅に減少させる。  

◆ 16.3 国家及び国際的なレベルでの法の支配を促進し、

全ての人々に司法への平等なアクセスを提供する。  

◆ 17.17 効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシッ

プを奨励・推進する。  

 

 


